










































































Core macotoni Niponnno cotoba qeicono tameni tayorito naru nominarazu, 



























































































11 LIS PA.lltlS 
モットー（金言）















































































ヲナ カルカユヘイマコ、 コシン イケンスウシウワ ヒソカスウケン シリエ 7 ロク
同し、故に今愛に古人の遺言数十話、小子窃数言を後に付録して、下に









































① I紅毛雑話j、早川順三郎編 『文明源流叢書11所収、図書刊行会、 1913年、 364ページ。
②『西遊旅謹j巻之三、f司馬江漢全集J第一巻所収、八坂書店、 1992年、 108-109、112-113ページ。
③ I独笑妄言j、『司馬江漢全集j第二巻所収、八坂書店、 1993年、 15ページ。
④その図は、 www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/ga_yogaku/list←02.html早稲田大学「洋学（蘭学）コレ
クション」の18号 （文庫8 B141 ( 5））参照。



























『司馬江漢全集J第二巻所収、八坂書房、 1993年、 175・299ページ。中国、南朝の劉霊（516-567) 
撰 『劉子新論.I（十巻） は 『訓蒙画解集jの六話のもとになる。
⑮『訓蒙画解集J「序文の訳言」、『司馬江漢全集J第二巻所収、八坂書房、 1993年、 170ページ。
⑬神崎順一著「司馬江漢 『訓蒙画家集』をめぐる 自筆書簡について：天理図書館所蔵日欧交渉資料
（五）」、『ビブリアj112号（1999年）、34ページより引用。
＊討議要旨
小峯和明氏は、イソ ップ寓話は十七世紀に中国でも翻訳されており、それを漢文と して江漢が引用
した可能性は考えられないのか、と質問した。それに対してスミッツ氏は、指摘のとおり中国にも漢
訳イソップ寓話が存在していたが、それを江漢が入手できたのかどうかは証明できない。しかし 『春
波楼筆記』にあるように、徳川家の蔵書を介して 『伊曽保物語jを知り、江i莫なりにエンプレム （シン
ネベール）を理解し、自ら寓話集を執筆したいという強い思いを抱いていたことは確かだ。江漢は漢
文についても筆が立ったようなので、本人が訳した可能性も捨てがたい、と回答した。
ロパート・キャンベル氏は、 f春波楼筆記』に記されている紀州の原書の「かな書き」とは、ローマ
字の和文という意味合いで書かれた可能性はないのか、と訊ね、スミッツ氏は、ラテン語やフランス
語の本ではないかという説もあるが、キャンベル氏の指摘も念頭に置きつつ再検討していきたい、と
答えた。
アニタ・カンナ氏は、 ①江漢はオランダ語の文字は読めたが、概念を充分に理解し得るほどの語学
力がなかったのではないか、 ② 「鳥獣戯画」などの影響は考えられないのか、と問うた。それに対して
ヮ ???
スミ ッツ氏は、 ①江漢は直接蘭学者と交流し、大槻玄沢の指導を受けて自分でオランダの書物から銅
版画の技術を学んだことは定説である。それらが事実であればオランダ語はかなり理解できたと思わ
れる、 ②まったく関係がないとはいえないが、中世の文献なので判断しがたい、と答えた。
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